
3．育児について不安p悩みがありき弓か？ 

不安や悩みの内訳（複数回答） 

育児について不安・ 	子育てに関すること 

悩みがありますか？ 
	

保育所・幼稚園に関すること 

子供の接し方に関すること 

46人 

8人 

5人 

子育てに関すること 子供の接し方に関すること 保育所・幼稚園に関すること 

●成長と共にどんな遊びをしたらよいか。 ●イライラして嫌な言葉を言ってしまう ●先生や他の子とうまくやっていけるか 
おもちゃや絵本の選び方。 ・イライラしてハっ当たりしてしまう ●若いお母さんと友達になれるか 

・オムッが外れない、トイレトレ一二ング ●自分のカッとしやすいところ ・子供の送り迎え時間をどうやりくりす 
・叱り方 ●っい感情的になってしまう るか 
●きちんと育っているか、育て方が悪い ●保育所に入れた方がいいか 
んじゃないか ●幼稚園なのでプレッシャ一になってい 

●上の子の赤ちやん返り る 
・こ飯を食べない、野菜嫌い、離乳食、ア ●幼稚園のことにっいて 
トピ一の食事にっいて 
●発達が遅いのではないか 
●すぐ泣いてしまう 

         

    

4．子育てしていく上で、金木にあったらいいなあと思うものについて 

   

       

       

       

   

※簡略化したものです。 

    

    

公 共 機 関 保 育 関 係 

   

         

   

・公園について（もっと公園・広場を増やして欲しい・公園の遊
具が足りなしし整備された公園・嘉瀬に公園があったらいい） 

●児童施設は結構汚れている、壊れたままの遊具も多い。小さい
子には危険 

●絵本や遊具があって、室内で遊べる所 
●児童館 
●図書館（絵本が沢山ある） 
・スイミングプール（温水）、教室 
●小さい子の遊べる体育館 
●耳鼻科 
●金木団地の前にバス停 
●冬でも遊べる施設 

●―時預かり施設（短時間～半日、一日） 
●24時間体制で預かってくれる所 
●学童保育 
●日、祝日、夜間の託児所 
・病気の時でも預かってくれる託児所 
●ベビーシッター 
●保育所の先生を増やして欲しい 
●保育所の預り時間をもっと長くして欲しい 
・きちんとした保育所（先生がしっかりした所） 
●保育所以外に気軽に子供を預けあられる所 
●町の保母さん達の関わる集まり 
●子供が風邪を引いたとき、病院に連れてってくれる所 
●保育所の増加 

  

   

公共機関については、安全な遊びの場の確保・子育てしやすい環境整備の充実に関する内容が多く、保育関

係では、低年齢児の保育所受け入れの拡大、多様な需要に応える保育サービス‘在宅児も含めた子育て支援サ 

ービス等に関する内容が多く見られました。 
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夫・母・友達に愚痴を聞いてもらう 	 50人 

ショッピング 	 31人 

誰かに子供を預けて外出する 	 18人 

テレビ・マンガ・読書をする 	 12人 

誰かに子供をみてもらう 	 10人 

ぐっすり眠る 	 10人 

お酒を飲む 	 8人 

食べる 	 8人 

なし・無回答 	 27人 

少数意見では、温泉に行く（お風呂に入る）、タ
バコを吸う、パチンコ、カラオケがみられていま

した。 
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言うことをきかない・思い通りにいかない時 	39人 

泣きやまない時（夜泣きを含む） 	 31人 

寝てくれない時（睡眠不足を含む） 	 18人 

自分が疲れている時 	 12人 

子供の事を色々言われる・義父母との育児の相違 11人 

家庭内の協カが得られない・うまくいっていない時 7人 

自分のやりたい事ができない時 	 7人 

少数意見では、上の子がやきもちをやく時、兄弟
ケンカ、ご飯を食べてくれない時、家の中が散らか
って騒然としている時、家の中にだけいて同じ事を

繰り返している時などが見られていました。 
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次代を担う子どもたちが、明るく元気に育っていけるよう、子どもを産み育てやすい環境づくりのた

めにお気付きの点は保健センターにお寄せ下さい。 

広報かなぎ（6) 



I. 	'I 

交流の場があれば
参加する・したいと
いう人が、約 8 割あ
りました。現在交流
の場として、金木幼
稚園「親子ふれあい
の日」 と金木中央公
民館で行っている「風
っ子サークル」があ
ります。 

参加しないコ 「無回答1% 
18% 

二 5 お母さんと子供の交流の場（仮称育児教室） 
があれば参加しますか？ 

p 
~ .~F..It.JFmI., 	J口’勿~、~vノ~ ~’1F 

内容芯ら魅力がありま弓か？ 

ピク二ック,体操‘ゲ一ム・水泳
リトミック教室等 48人 

おもちゃ・おや二ン 
遊び道具作り 26人 

育児講話・しっけの仕方・ 
育児相談 19人 

母親同土の体験談・情報交換・
相談会 8人 

（複数回答） 

国
民
年
金
情
報
 

国
民
年
金
保
険
料
の
 

申
請
免
除
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
 

国
民
年
金
で
は
、
被
保
険
者
か
ら
の
申
請
に
基
づ
い
て
、
申
請
の

あ
っ
た
年
度
内
の
保
険
料
納
付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

今
年
度
か
ら
、
こ
の
申
請
免
除
が
承
認
さ
れ
る
場
合
の
基
準
等
が

大
き
く
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

第
一
の
改
正
点
は
、
こ
れ
ま
で
は
全
額
納
付
す
る
か
全
額
免
除
を

受
け
る
か
で
し
た
が
、
平
成
十
四
年
四
月
か
ら
は

「保
険
料
の
半
額

を
納
付
し
た
場
合
に
、
残
り
の
半
額
は
免
除
さ
れ
る
制
度
（
半
額
免

除
）」
 
が設
け
ら
れ
ま
し
た
。
四
人
世
帯
（
夫
婦
と
子
供
二
人
）
の

場
合
全
額
免
除
は
前
年
の
収
入
が
概
ね
二
百
五
十
八
万
円
以
下
、
半

額
免
除
は
概
ね
四
百
ニ
十
四
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
承
認
さ
れ
ま
す
。
 

第
二
の
改
正
点
は
、
申
請
免
除
で
承
認
さ
れ
る
期
間
が
、
こ
れ
ま

で
は
年
度
単
位
で
あ
っ
た
も
の
が
、
申
請
を
行
っ
た
年
度
の
翌
年
六

月
ま
で
と
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
 こ
れ
は
、
前
年
の
所
得
額
が
確
定
す

る
時
期
に
合
わ
せ
た
改
主
で
す
。
今
年
度
に
限
り
五
月
末
ま
で
に
申

請
さ
れ
た
方
は
、
平
成
十
四
年
四
月
分
か
ら
平
成
十
五
年
六
月
分
ま

で
承
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
学
生
の
納
付
特
例
で

承
認
さ
れ
る
期
間
は
従
来
通
り
年
度
単
位
と
な
り
ま
す
。
 

第
三
の
改
正
点
は
、
申
請
免
除
が
承
認
さ
れ
る
要
件
が
、
①
前
年

度
収
入
が
一
定
額
以
下
、
②
災
害
で
一
定
額
の
損
害
を
受
け
た
、
③

失
業
し
て
収
入
が
無
く
な
っ
た
、
の
三
種
類
に
限
定
さ
れ
、
③
の
場

合
は
、
事
実
を
証
明
で
き
る
書
類
（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
写

し
等
）
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
 

な
お
、
免
除
を
受
け
た
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
に
必
要
な

期
間
（
受
給
資
格
期
間
）
と
し
て
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
は

納
付
し
た
場
合
に
比
べ
全
額
免
除
の
期
間
は
三
分
の
一
、
半
額
免
除

の
期
間
は
三
分
の
二
と
な
り
ま
す
。
 

そ
の
た
め
生
活
に
ゆ
と
り
が
で
き
た
と
き
に
、
免
除
受
け
た
過
去

の
期
間
の
保
険
料
を
十
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で

き
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
追
納
と
い
い
ま
す
。
こ
の
追

納
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
の
年
金
額
を
満
額
に
近

づ
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
 

申
請
免
除
と
追
納
制
度
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
役
場
又
は
お
近
く

の
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

アソクアーコト闘 

~・  

3 回シリーズで育児アンケートの結果についてお知らせしてきましたが、みなさんの貴重な意見をこれから

の母子保健計画・新ェンゼルプランの中に反映させていきたいと思います。 

そして、母親が一人で育児に専念している現状の中で、育児に関する多種多様なストレスに直面しながらも、 

家族や母子を取り巻く人々の温かい支えのもと一生懸命育児している様子がわかりました。育児を通し、子ど

もの成長を目の当たりにして親として嬉しく、また、子どもから色んな事を学びながら、日々の感動できるこ

とは何ものにも代え難い宝物です。 “愛情を沢山あげたい”想いを大切に・・・。 

子育てで忙しい中協力してくれたお母さん、本当にありがとうございました。 
育児アンケートシリーズは今回で終了となりますが、今後も妊娠・出産・子育てに関する情報を提供してい

く予定です。 

少子化の問題は、その要因‘背景そのものが、 

結婚・育児‘家庭・地域・学校・職場など私達一

人一人の考え方や生活に深く関わっているだけで

なく、その影響は広く社会経済、国民生活に影響

を及ぼすことが懸念されています。 

母子保健計画とは、健康的な妊娠・出産を確保し、次代
を担う子ども達を安心して育てられる環境づくりを進める
ために、町民と行政が一体となって取り組むための基本指
針となるものです。 
新エンゼルプランは、少子化対策について重点的に推進 

すべき具体的な実施計画の基本指針となるものですzンー 
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、
A
「
轟
讐自

一
 

太宰治賞 

「
「
ー
 

太
宰
を
し

の
ぶ
．
そ
の

文

学
の

魅
力

⑩
 

露

鱗

金
木
町
太宰
会

長々
繊
 

太
幸

と
二
十
一
世
記

…

2
欝

一
木
下
 
巽

繊
 

文
 
学
 
賞
 

最
新
の
文
学
賞
事
典
に
よ
る
と
、
一
 

九
九
四
年
か
ら
一
九
九
八年
ま
で
の
五
 

年
間
に
実
施
さ
れ
た
日
本
の
文
学
賞
は
 

四
百
五
十
四
賞
があ
り
、
四
千
五
百
人
 

が
受
賞
し
て
い
る
。
 

文
学
賞
の
分
類
と
、
そ
の
賞
数
は
、
 

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
 

①
文
学
一
般
（
八
五
賞
）
 

②
小
説

（
八七
賞
）
 

③
記
録
文
学
・
評
論
等
（
四
九
賞
）
 

④
詩

（
三七
賞
）
 

⑤
短
歌
（
四
七
賞
）
 

⑥
俳
句
・
川
柳
（
五
五
賞
）
 

⑦
戯
曲

・
脚
本
（
三
四
賞
）
 

⑧
児
童
文
学
・
絵
本
（
六
一
賞
）
 

「
太
宰
治

賞
」
 

芥
川
龍
之
介
賞
、
直
木
三
十
五
賞
、
 

江
戸
川
乱
歩
賞
な
ど
、
作
家
を
記
念
し

て
作
ら
れ
た
文
学
賞
は
い
ろ
い
ろ
あ
る

が
、
「太
宰
治
賞
」
と
い
う
の
は
、
知

ら
な
い
人
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
昭
和
五
十
三

年

（
一
九七
八
）
に
中
断
し
、
二
十
一

年
間
休
止
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
賞
だ

か
ら
で
あ
る
。
 

平
成
十
一
年

（
一
九九
九
）
に
、
」
一

鷹
市
と
筑
摩
書
房
は
、太
宰
治
没
後
五
 
 

十
周
年
の
平
成
十
年
に
、休
止
し
て
い

た
「
太
宰
治
賞
」
を
復
活
さ
せ
、
作
品

を
募
集
し
た
。
 

平
成
十
一
年
一
月
二
十
日
作
品
を締

め
切
り
、
そ
の
審
査
結
果
と
受
賞
作
品

を
第
十
五
回
「
太
宰
治
賞
1
9
9
9」
 

と
し
て
、
同
年
六
月
十
日
に
筑
摩
書
房

で
発
刊
し
て
い
る
。
 

趣
 
旨
 

令
太
宰
治
賞
」
は
、
 一
九
六
四
年

に
筑
摩
書
房
が
創
設
し
た
、
小
説
の
新

人
賞
。
こ
の
賞
か
ら
は吉
村
昭
、
加
賀

乙
彦
、
金
井
美
恵
子
、
秦
恒
平
、
宮
尾

登
美
子
、
宮
本
輝
の
各
氏
な
ど
、
多
く

の
作
家
を
世
に
送
り
出
し
た
。
一
九
七

八
年
、
筑
摩
書
房
が
会
社
更
生
法
の
適

用
を
う
け
、
業
務
を
縮
小
せ
ざ
る
を
え

な
い
事
態
に
立
ち
至
っ
た
時
、
太
宰
治

賞
も
第
十
四
回
で
中
断
せ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
。
 

一
九
九
八年
、
太
宰
治
没
後
五
十
年

を
機
に
、
筑
摩
書
房
と
三
鷹
市
の
共
同

主
催
の
形
で
太
宰
治
賞
を
復
活
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
 こ
の
再
開
第
一
回
に
あ

た
る
第
十
五
回
の
作
品
募
集
に
は
一
六

三

一
一篇
の
応
募
が
あ
っ
た
。
（
略）
筑

摩
書
房
編
集
部
〉
と
記
述
し
て
い
る
。
 

以
来
、
第
十
六
回

（2
0
0
0
年
）
 

第
十
七
回

（2
0
0
1年
）
と
継
続
さ
 
 

れ
て
い
る
。
 

そ
 
の
 経
 
緯
 

山
内
群
史
氏
の
．
文
に
よ
る
と
、
 

〈
昭和
二
十
一
年
一
月
一
日
に
創
刊
さ

れ
、
昭
和
二
十
六
年
九
月
一
日
に
終
刊

し
た
、
筑
摩
書
房
の
雑
誌
「
嬢
」」
は
、
 

一
つ
の
時代
を
代
表
す
る
よ
う
な
作
品

を
、
戦
後
の
文
壇
に
送
り
出
す
こ
と
を

自
ら
の
使
命
と
し
て
課
し
て
い
た
〉
と

い
う
。
 

そ
の
「
展
望
」
が
、
昭
和
三
十
九
年

十
月
一
日
、
復
刊
さ
れ
る
に
際
し
て
、
 

か
つ
て
の
志
を新
し
い
形
で
継
承
し
よ

う
と
願
い
、
「展
望
」
に
「
所
緑
の
深

い
太
宰
治
を
記
念
す
る
文
学
賞
」
と
し

て
、筑
摩
書
房
が
設
定
し
た
の
で
あ
る
。
 

応
募
作
品
は
小
説
に
限
り
、
「
恥
戯

の
型
に
と
ら
わ
れ
な
い
清
新
且
つ
意
欲

的
な
力
作
」
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
期

待
し
、
選
考
結
果
は
初
め
の
間
、
三
鷹

禅
林
寺
の
桜
桃
忌
で
発
表
。
正
賞
記
念

品

（
時
計
）
、副
賞
三
十
万
円
だ
っ
た
。
 

選
考
委
員
は
、
毎
回
六
名
で
、
井
伏

鱒
二
、
石
川
淳
、
臼
井
吉
見
、
唐
木
順

三
、
河
上
徹
太
郎
、
井
上
光
晴
、
柴
田

翻
、
殖
谷
雄
高
、
野
間
宏
氏
ら
が
交
替

で
選
に
あ
た
っ
た
。
 

歴
代
受
賞
者
 

各
回
の
受
賞
状
況
は
次
の
通
り
。
 

・

第
一
回
（
昭和
四
十
年
）
 

当
選
作
な
し
 

・

第
二
回

（
昭和
四
十
一
年
）
 

吉
村
 
昭
「

星
へ
の
旅
」
 

・

第
三
回

（
昭和
四
十
二
年
）
 

一
色
 
次
郎
「
青
幻
記
」
 

・

第
四
回
（
昭
和
四
十
三
年
）
 

三
浦
 
浩
樹
「
月
の
道
化
者
」
 

・

第
五
回
（
昭
和
四
十
四
年
）
 

秦
 

恒
平
「
清
経
入
水
」
 

・

第
六
回

（
昭和
四
十
五
年
）
 

海
導
 
昌
之
「
背後
の
時
間
」
 

・

第
七
回
（
昭
和
四
十
六
年
）
 

」
師
 
真
彦
「
流
刑
地
に
て
」
 

一
第
八回

（
昭和
四
十
七
年
）
 

当
選
作
な
し
 

・

第
九
回
（
昭
和
四
十
八
年
）
 

宮
尾
登
美
子
「
讐
 

・

第
十
回

（
昭和
四
十
九
年
）
 

朝
海
さ
ち
子
「
谷
間
の
生
霊
た
ち」
 

・

第
十
一
回

（
昭和
五
十
年
）
 

不
二
今
日
子
「
花
捨
て
」
 

・

第
十
二
回

（
昭和
五
十
一
年
）
 

村
山
富
士
子
「
越
後
瞥
女
唄
冬
の
旅
」
 

・

第
十
三
回
（
昭
和
五
十
二
年
）
 

宮
本
 
輝
「

泥
の
河
」
 

・

第
十
四
回
（
昭
和
五
十
三
年
）
 

福
本
 
武
久
「電
車
ご
つ
こ
停
戦
」
 

・

第
十
五
回

（
平成
十
一
年
）
 

（
応
募
総
数
は
一六
二
三
篇
）
 

冴
桐
 
由
「

最
後
の
歌
を越
え
て
」
 

・

第
十
六
回
（
平
成
十
二
年
）
 

（応
募
総
数
は
五
四
五
篇
）
 

辻
内
 
智
貴
「
多
輝
子
ち
ゃ
ん
」
 

・
第
十
七
回

（
平
成
十
三年
）
 
 

（
応
募
総
数九
三
四
篇
）
 

小
島
 
小
陸

「
一
滴
の
嵐
」
 

第
十
八
回
（
平
成
十
四
年
）
は
、
応

募
作
品
約
八
百
余
篇
、
審
査
中
で
四
月

発
表
と
の
こ
と
。
ま
た
、
平
成
十
一
年

以
降
か
ら
は
、
正
賞
は
記
念
品
。
副
賞

百
万
円
。
審
査
員
は
、
吉
村
昭
、
柴
田

期
、
高
井
有
一
、
加
藤
典
洋
の
四
氏
が

当
た
っ
て
い
る
。
 

」

I

I

!
 

ー
 

、
、

、
 

ト
第
＋

五
回
か
ら
＋
七
回
ま
で

の

太
宰
治
賞

（
筑
摩
書房
発
刊
）
 

審
査
員
e
高
井
有
一
氏
は
、
〈
太
宰

治
賞
は
、
第
十
五
回
か
ら
筑
摩
書
房
と

三
鷹
市
の
共
催
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
経

費
の
半
分
は
三
鷹
市
民
の
税
金
に
依
拠
 

せ
い
じ
，
く
 

す
る
わ
け
だ
か
ら
、
成
熟
し
た
市
民
生

活
を
営
む
人
々
の
共
感
を
呼
ぶ
作
品
が

選
ば
れ
る
の
が
望
ま
し
い
。〉
と
語
っ

て
い
る
。
 

こ
の
よ
う
に
「
太
宰
治
賞
」
は
、
プ

ロ
を
目
指
す
小
説
家
の
登
竜
門
で
あ

る
。
太
宰
作
品
の
よ
う
に
、
二
十
一
世

紀
の
文
学
界
に光
を
差
す
よ
う
な
作
品

を
期
待
し
た
い
。
 

三
鷹
市
・
筑摩
書
房
に
、
衷
心
よ
り

敬
意
を
表
し
、
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念

す
る
も
の
で
あ
る
。
 

端
 

広報かなぎ（8) 

(
 

(
 



(
 

(
 

金
木
病
院

力
ル
テ
⑩
 

糖
尿
病
性
神
経
障
害

と
は
 

神
経
障
害
は
、
腎
症
、
網
膜
症

と
並
び
、
糖
尿
病
の
三
大
合
併
症

の
ひ
と
つ
で
す
。
神
経
障
害
の
症

状
は
、
手
足
の
し
び
れ
や
痛
み
、
 

感
覚
の
鈍
麻
、
下
痢
や
便
秘
を
繰

り
返
す
、
立
ち
く
ら
み
、
味
覚
が

鈍
く
な
る
、
発
汗
異
常
、
尿
が
い

き
お
い
よ
く
で
な
い
、
勃
起
障
害

な
ど
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
全
身

に
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
腎
症
や
網
膜
症
が
自
覚

症
状
の
な
い
ま
ま
五
年
、
十
年
と

経
過
し
症
状
が
か
な
り
悪
化
し
て

か
ら
気
づ
く
こ
と
が
多
い
の
に
比

べ
て
、
神
経
障
害
は
手
足
の
し
び

れ
な
ど
の
自
覚
症
状
が
ご
く
初
期

の
段
階
か
ら
あ
ら
わ
れ
て
き
ま
す
。
 

腎
症
や
網
膜
症
は
、
人
工
透
析

の
導
入
や
失
明
に
つ
な
が
り
、
通

常
の
日
常
生
活
を
妨
げ
る
重
大
な

合
併
症
で
す
が
、
神
経
障
害
も
放

置
す
る
と
服
が
着
ら
れ
な
い
、
シ

ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
こ
と
が
で
き
な

い
ほ
ど
の
激
痛
に
進
展
し
た
り
、
 

足
の
壊
痘
や
突
然
死
の
原
因
に
も

な
り
ま
す
。
症
状
が
し
び
れ
や
痛

み
程
度
だ
と
思
っ
て
安
易
な
判
断

を
せ
ず
、
十
分
に
知
識
を
も
っ
て

い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

神
経
障
害
は
、
初
期
の
う
ち
は

血
糖
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

で
改
善
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
 

改
善
に
は
一
年
以
上
か
か
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
希
望
を
も
っ
て

療
養
を
続
け
ま
し
ょ
う
。
 

か
ら
だ
全
体
に
関
連
 /
 

し
て
く
る
病
気
で
す

＼
 

糖
尿
病
性
神
経
障
害
は
、
次
の

よ
う
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
 

【
多発
性
神
経
障
害
】
 

も
つ
と
も
多
い
の
は
、
症
状
が

多
方
面
に
現
れ
る
多
発
性
神
経
障

害
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。
こ
れ

は
知
覚
神
経
や
運
動
神
経
の
障
害

に
よ
っ
て
起
こ
る
も
の
で
す
。
手

足
の
末
端
、
ち
ょ
う
ど
靴
下
や
手

袋
で
覆
わ
れ
る
部
分
の
痛
み
や
し

び
れ
で
す
。
足
の
裏
に
薄
紙
が
貼

り
つ
い
た
よ
う
に
感
じ
る
感
覚
の

鈍
麻
か
ら
始
ま
り
、
そ
れ
が
段
々

と
足
先
か
ら
肘
へ
、
手
先
か
ら
肘

へ
と
、
か
ら
だ
の
中
心
に
向
か
っ

て
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
 

と
く
に
足
先
は
神
経
の
一
番
末

端
で
す
か
ら
、
こ
れ
ら
の
症
状
が

い
ち
早
く
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
安
静
 
 

時
や
夜
間
に
痛
み
が
増
し
、
両
側

の
手
や
足
の
同
じ
部
分
に
症
状
が

出
る
の
が
特
徴
で
す
。
場
合
に
よ

っ
て
関
接
部
麻
癖
で
運
動
機
能
が

損
な
わ
れ
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
 

【自
律
神
経
障
害
】
 

自
律
神
経
は
内
臓
の
活
動
を
は

じ
め
、
発
汗
に
よ
る
体
温
調
節
や

血
圧
の
維
持
な
ど
、
人
間
が
生
き

て
い
く
た
め
に
必
要
な
さ
ま
ざ
ま

な
機
能
を
調
節
し
て
い
る
神
経
で

す
。
 

自
律
神
経
が
障
害
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
こ
れ
ら
の
調
節
が
で
き
な

く
な
る
と
、
下
痢
や
便
秘
、
心
臓

の
動
き
が
突
然
お
か
し
く
な
る
不

整
脈
、
汗
を
か
ら
だ
の
一
部
分
だ

け
異
常
に
か
い
た
り
、
汗
を
か
か

な
く
な
っ
た
り
す
る
発
汗
異
常
、
 

お
腹
が
膨
れ
あ
が
る
ほ
ど
尿
が
た

ま
っ
て
も
尿
意
を
感
ぜ
ず
排
尿
で

き
な
い
無
緊
張
勝
腕
、
起
立
性
低

血
圧
（
立ち
く
ら
み
）
、勃
起
障
害

な
ど
、
自
律
神
経
が
関
係
し
て
い

る
あ
ら
ゆ
る
範
囲
に
症
状
が
あ
ら

わ
れ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
 

【
単
一性
神
経
障
害
】
 

神
経
を
養
っ
て
い
る
細
い
血
管

が
、
小
さ
な
血
栓
で
詰
ま
っ
て
神

経
に
血
液
が
通
わ
な
く
な
り
、
そ

の
部
分
に
だ
け
あ
ら
わ
れ
る
障
害

で
す
。
顔
面
神
経
麻
癖
や
一
方
の

目
が
動
か
な
く
な
る
、
な
ど
が
そ
 
 

の
症
状
で
す
b
 

神
経
障
害
は
か
ら
だ
全
体
に
悪

影
響
を
お
よ
ぼ
し
ま
す
が
、
進
行

す
る
と
次
の
よ
う
な
深
刻
な
状
態

に
陥
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
 

【
神
経麻
痩

・
壊
痕
】
 

神
経
そ
の
も
の
が
麻
庫
し
て
し

ま
う
こ
と
で
、
痛
い
、
熱
い
と
い

う
感
覚
が
失
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
ケ
ガ
や
ヤ
ケ
ド
を
気
付
か
ず
に

悪
化
さ
せ
、
潰
蕩
や
壊
痘

（
え
そ）
 

へ
と
進
行
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

と
く
に
足
は
壊
痘
に
な
り
や
す
く
、
 

場
合
に
よ
っ
て
は
壊
痘
部
分
の
切

断
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。
 

【
無
自
覚低
血
糖
】
 

低
血
糖
に
な
っ
て
も
か
ら
だ
が

そ
れ
に
反
応
せ
ず
、
血
糖
値
を
上

げ
る
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
な
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
冷
汗
、
手
足

の
ふ
る
え
、
ど
う
き
な
ど
の
症
状

が
起
こ
り
に
く
く
、
低
血
糖
の
症

状
を
自
分
で
自
覚
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
低
血
糖
の
警
告
症
状
な
し

に
す
ぐ
に
意
識
が
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
非
常
に
危
険
で
す
。
 

【
低
血糖
・
高
血
糖
を
繰
り
返
す
】
 

自
律
神
経
障
害
に
よ
り
消
化
管

運
動
の
リ
ズ
ム
が
乱
れ
る
と
食
べ

た
物
の
吸
収
が
一
定
せ
ず
、
イ
ン

ス
リ
ン
注
射
を
し
て
い
る
場
合
は
、
 
 食

後
、
血
糖
が
上
昇
し
て
く
る
時

刻
と
イ
ン
ス
リ
ン
が
効
い
て
く
る

時
刻
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
ず
に
、
 

低
血
糖
、
高
血
糖
を
繰
り
返
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。
同
時
に
食
欲
も

な
く
な
り
が
ち
で
、
さ
ら
に
血
糖

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
難
し
く
な
り
ま

す
。
 

【
無痛
性
心
筋
梗
塞
】
 

心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
に
な
る
と

激
し
い
胸
痛
が
あ
る
の
が
普
通
で

す
が
、
心
臓
の
神
経
が
障
害
さ
れ

る
と
そ
れ
を
感
じ
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
治
療
が
遅
れ
て
、
死
に
つ
な

が
る
よ
う
な
病
態
に
み
ま
わ
れ
る

危
険
性
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
神

経
障
害
が
あ
る
と
き
に
は
症
状
が

軽
い
よ
う
に
み
え
て
も
、
実
際
は

重
大
な
症
状
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
少
な
く
な
い
の
で
す
。
 

【突
 
然
 
死
】
 

神
経
障
害
が
あ
る
と
無
自
覚
性

低
血
糖
に
よ
る
意
識
喪
失
、
無
痛

性
心
筋
梗
塞
に
よ
る
発
作
の
ほ
か

に
も
、
致
命
的
な
不
整
脈
や
呼
吸

停
止
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
、
突

然
死
の
危
険
が
高
く
な
り
ま
す
。
 

で
っ
 つ
 
病
】
 

激
痛
に
よ
る
睡
眠
不
足
、
ゆ
う

う
つ
感
で
精
神
的
に
落
ち
込
み
、
 

う
つ
病
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

以
上
、
糖
尿
病
性
神
経
障
害
に

つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。
何
か
あ
り

ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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0 月末現在 前年同月比 

男 	5, 597人 △ 92人 

女 	6, 242人 △ 34人

計 11,839人 △ 126人 

世帯数 4,032 	z14 

r伝
当
『被
ー
 

＠
届
い
て
い
ま
す
 

●

三
月
十
八
日
 

自
転
車
ニ
台
（
白
・
赤色
）
 

沢
部
白
川
建
築
付
近
路
上
 

・

三
月
十
九
日
 
自
転
車
（み
ど
り
色
）
 

中
央
公
民
館
前
路
上
 

・

三
月
二
十
一
日
 
自
転
車
（
銀色
）
 

野
呂
電
機
商
会
工
事
部
前
路
上
 

●

三
月
二
十
一
日
 

財
布

（
ベー
ジ
ュ
色
）
 

金
木
病
院
一
階
待
合
ホ
ー
ル
 

心
当
た
り
の
方
は
、
金
木
警
察
署
 

落
し
物
係
り
ま
で
 

＠
係
り
か
ら
 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
た
い
方
 

は
企
画
観
光
課
ま
で
 

/
 

	ノ × 

人

口
と
世
 

“坦, 
Iilう1 

ノ
 

×
 

す
く
す
く
育
っ
て
ね
 

（
母
 
め
ぐ
み
よ
り
）
 

「
お
お
き
く
な
っ
て
ね
。
」
 

（
兄
 
叶
よ
り
）
 

花か 

（
三
月
十
三
日

生
）
 

戸
籍
の
窓
 

三
月
届
出
分

お

め

で

と

う
 

中
谷
 
配
脅

（
幸
こ
金
 

木

黒
滝
 
噴

（
亙
）
金
 

木

伊
丸
岡

み
 
ゆ
（
満仁
）
金
 
木
 

×
 

中
 
《
ロ
 

お
し
あ
わ

せ
に
 

（
新
岡
 
政
志
（
築
次
郎
）
木
造
町
 

「
津
田
亜
木
子
（
守

）
嘉
 
瀬
 

霜
明
詳
報
臨轟
 

（麟
携
一
雄一
一
致
森
 

籍

聖
砕
一
警

確柳
”
 

ち
ゃ

ん
 

露
し
編一
鯉が
柳
 

森
野
警
難
）
鵬
 

お
 
く
 
や
 
み
 

利
 
光

則
（
n
才
）
嘉
 
瀬

川
 
徳
政

（7
0才
）
金
 
木

禎
（
4
7才
）
喜
良
市

誠
一
 
（n
才
）
嘉
 
瀬
 

こ
の
欄
は
金
木
町
に
住
所
を

有
し
て
い
る
方
々
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
 

掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
町

民
課
窓
口
に
届
出
の
際
申
し
出

て
下
さ
い
。
 

ノ
ノ
 

お
詫
び
と
訂
正
 

広
報
か
な
ぎ
三
月
号
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
訂
正
し
て
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。
 

▼
十
ペ
ー
ジ
 

「お
し
あ
わ
せ
に
」
欄
の
斎
藤
旬

子
さ
ん
が
斉
藤
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
 

「お
く
や
み
」
欄
の
中
村
春
吉
さ

ん
が
春
吉
さ
ん
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
 

百 
も 
も 

山今白長

口 

藤花津山 

元田 田 中 

良吉 理．ミ 
、左， 首一 ‘羊 、、1 
づI、 	 ノ 

郎子一こ亡 

78 57 91 82 
才才才才

金嘉嘉嘉

木瀬瀬瀬 

た
す
く
 

黒
滝
 

匡

く
ん
 

伊
丸

岡
 
み
 
ゆ

ち
ゃ
ん
 

（
三
月
十

六
日

生
）
 

（
三
月
一
一
十
三
日
生
）
 

三
人
の
お
兄
ち
ゃ

ん
と
仲
良
く
し
て
ね
。
 

（
両親
 
満
仁
・
ゆ
か

り
よ
り
）
 ×
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